
別記様式(第 3 条関係) 

令和 ８ 年    月    日 

  宇治市長宛て 

   団 体 名  南山城地方茶生産組合 

   団体の所在地  宇治市宇治琵琶１番地 

   電 話 番 号  (0774)22－○○○○    

   代表者氏名   山 城 一 郎 

 

宇治市技能功労者表彰候補者推薦書  

 宇治市技能功労者表彰要綱第３条の規定により次の者を宇治市技能功労者表彰候補者として 

推薦します。 

 

1 候 補 者 

 (1) 住 所 宇治市   宇治琵琶 33 番地                   

 (2) 氏 名 宇治 太郎                 年齢 満  70  歳  

 (3) 仕事の種類 職業部門    Ⅷ      職種 A  6     職種 B ①  製茶工  

 (4) 経 験 年 数          52 年 

2 推薦理由(技能の内容及び特色、功績など) 

 (推薦理由) 

  18 歳から京都製茶園で 10 年間製茶の修業に努められて以降、家業の茶栽培一筋

に打ち込まれています。 

  香気の良い茶を生産するため肥培管理には人一倍気を使い努力研究されていま

す。 

  作業の合理化・省力化にも努力され、いち早く寒冷紗被覆の導入を図られた一方

で、伝統を絶やさぬよう本ず被覆にも力を入れておられ、常に同業者の模範とな

り、現在も第一線で後進の育成・指導に当たっておられます。 

 

※別表を参照し、該当する職業及び職種の番号等をお書きください。 

記 入 例 



 

履 歴 受付番号   

貼
付
し
て
下
さ
い 

写 
 
 
 

真 

  

ふりがな  うじ たろう 

氏 名  宇治 太郎 

生年月日 昭和 30 年 8 月 1 日 (満 70 歳)   

住 所 

宇治市 

 

宇治琵琶 33 番地 

(電話番号 22―3141) 

在住期間 

  70 年 

現在従事されてい

る 事 業 所 名及び 

所 在 地 

事業所名 宇太園(自営)  従業員数 3 人 

所 在 地 
宇治市               

    宇治琵琶 33 番地     （電話番号 22―3141） 

表彰を受けようと

す る 技 能 
製 茶 工 

実務経験年数 

52 年 

現 在 の 仕 事 の 

内 容 

茶園 50a で玉露やてん茶を栽培し、自家製茶工場で荒茶の製造加工を 

行うとともに、自園自製茶として販売している。 

就 業 上 の 立 場 ① 事業主  2 役員  3 従業員  4 家族従業者  (該当番号に○) 

極めて優れた技能が

他の技能者の模範と

認められる具体例 

（ 技 能 ・ 事 象 ） 

市内でもごく一部でしか見られなくなった「本ず」による被覆

栽培を現在も続けておられ、伝統を絶やさぬよう尽力されてい

る。 

他者指導の内容・ 

職 業 従 事 の 継 続 

他 の 技 能 者 へ の 指 導 等 の 内 容 職業従事の継続 

跡継ぎとなる息子に本ず被覆の伝承や荒茶

加工の指導をしている。 
○有  ・ 無 

職 歴 

事 業 所 名 期 間 年 

京都製茶園   S48 年  4 月～  S58  年   3 月 10 年 

宇太園(自営)    S58 年  4 月～  現在 年    月 42 年 

       年   月～     年   月 年 

       年   月～     年   月 年 

       年   月～    現在に至る 年 

技能に関する資格

( 免 許 ) の 取 得 

資 格 (免 許) の 名 称 資格(免許)取得年月日 

指 導 農 業 士 昭和〇年〇月〇日 

技 能 に 関 す る 

受 賞 歴 

競 技 会 等 の 名 称 受 賞 年 月 日 主 催 者 名 

全国茶品評会 

玉露の部 1 等地 

平成 

〇年〇月〇日 

全国お茶まつり 

実行委員会 

技 能 に 関 す る 

表 彰 の 受 章 歴 

受 章 年 月 日 表 彰 者 名 

京都府農業功労者表彰 

平成〇年〇月〇日 
京 都 府 知 事 

賞 罰 
年 月 日 事 項 

平成〇年〇月〇日 市政功労者表彰 

*1 

*2 

*3 

*1…競技会、大会等における表彰についてご記入下さい。 例:優秀賞、〇等入賞 等 

*2…功績、功労に対する表彰についてご記入下さい。   例:○○功労者表彰 等 

*3…技能以外に関する表彰についてご記入下さい。    例:自治功労者表彰、市政功労者表彰 等 


